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目
の
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記

理研の和光地区一般公開に当会記者が参戦！ 
「海底には電気を食べる生物がいる？」「最近の太

いつに学科の端先最」 ？のるれら着はルネパ光陽
て記者がレポート！

神楽坂下にある、不二家のペ
店のこ、はで本日。焼んゃち コ
るいてれさ売販・産生みの で舗

ことを ご存じだろうか。今回、
ゃちコペい深み染馴と 生学学本
に店坂楽神橋田飯 ていつに焼ん

アポなしインタビュー！

新年度になって早２ケ月、６月は中間試験の季節。
試験勉強に最適な自習場所などを紹介！。

90年代、学生は学友会の活動
に関心を持たなくなる。第２回
では、「新しい学友会」へと生
まれ変わった軌跡を追う。


